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（１）これまでの実績に対する評価  （青：高い評価、赤：低い評価、緑：留意すべき事項） 

 

●試み自体の意義は理解するし、ＳＤのような形での書籍販売があってもよいとは思うが、今回の試みの

なかで、それがオンライン配信に比べて優位性があるといったことは示されていないように思われる。また、

紙の本を扱うリアルな書店を十分に活用したプロジェクト内容にはなっていない点が残念である。 

 

●実験及びアンケートは興味深い。国際標準化の活動は評価できる。ただし将来の方向性について分か

らなかった。 

 

●書店店頭での電子出版の販売を実現するパッケージ販売とネットワーク販売を組み合わせた新しい電

子出版流通基盤の実証実験ができたことは評価できる。また、ＳＤーＳＤ ｅＢｏｏｋ規格を発表できた点も評

価できる。 

 

●利用者にとって書店店頭でパッケージ販売を必要とするか疑問である。この点の調査がないように思わ

れる。 

 

●このハイブリッド型電子出版流通の基盤技術は、ビジネス性が高い。 

 

 

（２）今後の取組に対する評価、留意点  （青：高い評価、赤：低い評価、緑：留意すべき事項） 

 

●ＳＤのような形での電子書籍流通のモデルが今後どのような可能性があるのか、ビジネスモデルとして

成り立ちうるのかどうかを例えば音楽ＣＤの販売モデルなどと比べて検討されるとよいのではないかと思う。 

 

 

●ＳＤ ｅｂｏｏｋについて適切なビジネスモデルを検討すべき。もっと多様な書店との関係を模索してほしい。 

リーダー、アプリの普及に努力をしてほしい。 
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●平成２４年度の取組みについて「検討中」と記載してあるのは問題。今回の実証実験での店頭サービス

は不十分であり、より人々が足を運びたくなるようなサービスを創出すべきである。さらなる実証実験を行

うべきである。 

 

●「４．電子出版の流通促進のための情報共有クラウドの構築と書店店頭での同システムの活用施策プ

ロジェクト」との協力が望まれる。 

 


